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WHO は，2007 年に発表した報告書『グローバルエイジフレンドリーシティズ―ガイド』において，
アクティブエイジングの考え方に基づく「エイジフレンドリーシティ（Age-friendly Cities and 
Communities）」の構想を提唱した．また，WHO は 2010 年に，エイジフレンドリーシティの考えに賛
同する各国の地方政府が国家を介さずに情報共有を行うネットワークである「エイジフレンドリーシ













以下では，はじめに WHO が提唱する AFCC
および WHO が創設したエイジフレンドリーシ
ティ・グローバルネットワーク（Global Network 


















で あ る（An “age-friendly city” is an inclusive 
and accessible community environment that 
optimizes opportunities for health, participation 
and security for all people, in order that quality 





AFCC および GNAFCC は WHO による都市や
コミュニティの認証制度ではない．すなわち，一
定の基準を満たす都市やコミュニティに対して













「WHO の 2002 年の報告書で定義されたアクティ
ブエイジングを促進するようアクセシブルでイン
クルーシブな都市環境の創造を促すため（to 
stimulate the creation of accessible and inclusive 
urban environments in order to promote active 
















お よ び 安 全 の 機 会 を 最 適 化 す る 過 程 で あ る
（Active ageing is the process of optimizing the 
opportunities for health, participation and 















空間と建造物（outdoor spaces and buildings），
交通（transportation），住宅（housing），社会参
加（social participation）， 尊 重 と 社 会 的 包 摂
（respect and social inclusion），市民参加と雇用
（civic participation and employment），コミュニ
社会福祉政策としてのエイジフレンドリーシティー
－ 169 －
ケ ー シ ョ ン と 情 報（communication and 
information），コミュニティサポートと保健サー
















































る横断歩道がある（Roads have adequate non-slip, regularly spaced pedestrian crossing ensuring 



















　　－高すぎず急こう配でない階段（stairs that are not too high or steep）
　　－滑りにくい床（non-slip flooring）
　　－快適な椅子のある休憩所（rest areas with comfortable chairs）









敬意のある包摂的なサービス（Respect and inclusive services）
　・ 高齢者が，公的，ボランタリー及び商業的なサービス機関から，高齢者により良く応対する方
法についての意見を求められている（Older people are consulted by public, voluntary and 
commercial services on ways to serve them.）．
　・ 公的及び商業的なサービス機関は，高齢者のニーズや好みに合ったサービスや製品を提供する．
　・ サービス機関に，高齢者に対応する訓練を受けた，親切で礼儀正しいスタッフがいる．
エイジングに関するパブリックイメージ（Public images of ageing）
　・ メディアは，公共の映像に高齢者を含め，ステレオタイプなしに肯定的に描く（The media 
include older people in public imagery, depicting them positively and without stereotype.）．
世代間及び家族間のふれあい（Intergenerational and family interactions）
　・ コミュニティ全域の環境，活動及び催物は，年齢特有のニーズと好みに応えることによって，
全 て の 年 齢 の 人 々 を ひ き つ け る（Community-wide settings, activities and events attract 
people of all ages by accommodating age-specific needs and preferences.）．
　・ 高 齢 者 が，「家 族 」 の た め の コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 に 特 別 に 包 摂 さ れ る（Older people are 
specifically included in community activities for “families”.）．
　・ お互いの楽しみと豊かさのために多世代が一緒に行う活動が，定期的に開催される（Activities 







されている（Older people are included as full partners in community decision-making affecting 
them）．
　・ 高齢者が，現在の貢献と同様に過去の貢献によってもコミュニティに認められている（Older 











WHO は 2010 年に GNAFCC を創設した．こ






この GNAFCC に関して WHO は，「Global 






料を公表している ⅵ．図表 4 は，これらに示され
ている GNAFCC に関する諸事項である ⅶ．
図表4　GNAFCCに関する諸事項
1. ビジョン 「GNAFCC のビジョンは，全ての都市やコミュニティが，今よりもっとエイジフレン
ドリーな姿をめざして努力を継続していくことである（The vision of the GNAFCC is 
that every city and community strives to become increasingly age-friendly.）．」
2. ミッション 「GNAFCC のミッションは，世界中の都市やコミュニティに対し，今よりももっと
エイジフレンドリーになることを奨励し，それを可能にすることである（The 
mission of the GNAFCC is to stimulate and enable cities and communities around 
the world to become increasingly age-friendly.）．」
3. 運営のガイ
ド文書
「高齢化と健康に関するグローバル戦略と行動計画（“Global strategy and action 
plan on ageing and health”）」
「高齢化と健康に関するワールドレポート（“World report on ageing and health”）」
「欧州における高齢者に優しい環境（AFEE）政策ツール及び関連ガイドライン
（“AFEE policy　tool and related guidelines”）」
「エイジフレンドリーシティ評価：　コア指標に関するガイド（“Measuring the age-
friendliness of cities: a guide to using core indicators”）」








（［An eligible member］is a directly elected or mandated public governing body 
possessing within a given territory, as defined by law, a set of competences to 
deliver public goods and services to citizens.）．
・ 部門を越えた協力体制の主導や，ベースライン評価の実施，また管轄地域をより
エイジフレンドリーにするための行動計画の策定，実施及びモニターする権限と
能力を有すること（［An eligible member］has the authority and capacity to convene 
mechanisms for inter-sectoral collaboration, conduct baseline assessments and to 
develop, implement and monitor action plans aimed at making the cities and 
communities under their sphere of influence more age-friendly.）．
社会福祉　第 60 号　2019
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（メ ン バ ー と
アフィリエイ
トに共通）
・ 世界中のコミュニティとの情報共有にアクセスできる（Access to information 
sharing with a global community）．
・ アフィリエイト，実務家，研究者，専門家およびアドボカシー活動家などからな
るグローバルネットワークの支援を得られる（Support from a global network of 
affiliates, practitioners, researchers, experts and advocates committed to 
fostering age-friendly environments）
・ 専用ウエブサイト「Age-friendly World」を通じて地元の活動や成果を発信する
と，認知度が高まる（Recognition and visibility in the Network’s activities and 
WHO’s dedicated website―Age-friendly World―on which Members can 
present their activities, achievements and link back to their own website and 
resources）．
・ 国際的な研究プロジェクト，共同出版や相互のネットワーキング・共有などの連
携 の 機 会 が 得 ら れ る（Opportunities for collaboration such as international 
research projects, joint publications, networking and sharing amongst each other 
etc.）．
6. 参 加 要 件
（メンバー）
（a） WHO のエイジフレンドリーシティ・コミュニティアプローチの要となる価値
と原則（下記）を共有し促進すること（Share and promote the value and 





（b） エイジフレンドリーな地域環境を創出するための 4 つのステップを実施するこ
と（Commit to and implement the four steps to create age-friendly local 
environments）．図表 5 参照．
（c） GNAFCC に積極的に参加すること（Actively participate in the GNAFCC）．



























図表 7 は，GNAFCC のメンバー数の推移であ
る． わ が 国 で は 2011 年 に 秋 田 市 が 初 め て
GNAFCC のメンバーとなった．その後，2015 年
に宝塚市が，2017 年に神奈川県内 19 市町が，
2018 年に神奈川県内 3 市町が GNAFCC のメン
バーとなった．

























見られる AFCC 研究の動向について，次の 3 つ
のことを見て取ることができる．
① AFCC や GNAFCC を対象とする研究の蓄
積が少ないこと．すなわち，図表 9 に掲げた論文
等の件数が 20 件に満たず，図表 10 に掲げた報告
























































Katsunori Kondo “Progress in Ageing Epidemiology in Japan: The 
JAGES Project”





“Elderly People’s Social Support and Walking Space 
by Space-time Path: A Case Study of Taipei Xinyi 
District”
International Review for Spatial 































後藤純 「超高齢社会をみすえた新しい社会保障とまちづくり」 都市住宅学（107）, 2019





3 で示したように，わが国における AFCC 研
究は活発とは言い難い状況にある．ここでは，2



















































































































第 3 章のボブ・ディーコン（Bob Deacon）によ
る論考「グローバルおよびリージョナルなソー
シャルガバナンス（“Global and regional social 
governance”）」に詳しい．
ディーコンはまず，グローバル・ソーシャルガ
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ⅲ　 この 8 つのトピックが抽出された背景には，WHO
がカナダ公衆衛生庁の支援を受けて実施した 23 か
国の 33 都市における高齢者とその関係者を対象と







pdf （最終閲覧日 2020 年 1 月 31 日）
　　 英語版　 https://www.who.int/ageing/age-
friendly-environments/GNAFCC-membership-
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的な解（one-size-fits-all solutions to meeting the 
needs of older people）や，エイジフレンドリーな
環境を創造するための汎用的な処方せん（one-
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